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京都大学経済学会規則(抜辛)

目的友び事業

第 3条 本会は，経済学・経営学に関する研究・教育の振興と，その成果の普及を図り，
京都大学大学院経済学研究科・経済学部の発展に寄与することを目的とする。

第 4条 本会は，前条の目的を達成するために次の事業を行う。
1.機関誌「経済論叢」を発行すること。「経済論叢jは毎月 1回発行すること。た
だし，臨時特別号を発行することがある。

2. I経済学研究叢書Jを発行すること。
3.学術研究会を開催すること。
4. 公開講演会を開催すること。
5.その他本会の目的を達成するために必要な事業。

構成

第 5条本会は，次の会員をもって組織する。
1.正会員

ト) 京都大学大学院経済学研究科教授，助教授，講師，助手及び経済学部出身者。
に) 京都大学大学院経済学研究科学生及び同研究科出身者。
(三) 評議員会にてとくに認めたもの。

2. 学生会員 京都大学経済学部学生。
3.賛助会員 本会の事業を賛助するもの。

第 6条 前条のほか所定の会費を納めて「経済論叢Jの配布を受ける個人及び団体は購読
会員とする。

第7条 特別の場合に限り，前 2条に定められた会員以外のものにも会員に準ずる取扱い
をすることができる。

第 8条 会員には， I経済論叢jを配布する。ただし，臨時特別号はこの限りでない。

会計

第10条 会員は，次の会費を納めなければならない。
1.正会員 年額 10，000円 2. 学生会員 年額 10，000円
3.賛助会員 年額 10，000円以上 4.購読会員 年額 10，000円

一一既刊目次一一

第 182巻第 3号

通貨統合の諸条件の比較分析 (2)…....・ H ・H ・H ・...・ H ・- … … … … … 宇 仁 宏 幸

査読付き論文

中東国のア輸ジ出ア主諸導国型へ成の長連関と効果分析 ( 2 )…....・ H ・-… H ・H ・......・H ・-一厳 成男

環境リスクと組織の効率性に関する研究……… H ・H ・....・ H ・...・H ・..岩 田裕樹

製造業と非製造業における経営者予想の相違....・ H ・....・ H ・-……一八 回 尚也

最適課税論........................................................................大畑智史



「経済論叢Ji調査と研究J執筆要領(抄)

2008.11.13改正

京都大学経済学会編集委員会

1.本学会の正会員および平成21年度以降入学の本学経済学研究科大学院生(出身者を

含む)は投稿することができる。執筆者が2名以上の場合は，少なくとも 1名は上記

の要件を満たさなければならない。

2.正会員以外の投稿論文の掲載料は30，000円とする。

3.本学会評議員以外の投稿原稿については，レフェリ一審査(レフェリーは 2名)を

行う。レフェリ一審査に基づき編集委員会が掲載の可否 ((a)そのまま掲載可， (b)改

訂の上，掲載可， (c)改訂の上，再審査， (d)掲載拒否)を決定する。また，レフェ

リ一審査を受けた論文については掲載時に「査読付き論文Jである旨を明記する。

4. r経済論叢」及ぴ「調査と研究」に掲載された論文等の著作権は，経済学会に帰属

する。したがって，他で当該論文等を使用する場合は，経済学会の許諾が必要になる。

5. r経済論叢」及ぴ「調査と研究jに掲載された論文等は，全文データベース化し，

公開する。

6.原稿は横書きとし 完全原稿であること。 A4判横書き 1ページ35字X30行で明

瞭に印刷した原稿 3部と，その電子ファイル 1式(利用した os名，ソフトウェア名

を明記すること。図表も電子ファイル化すること)を，京都大学経済学会に送付する

こと。

7.投稿原稿にはタイトルと氏名，英文タイトル，ローマ字表記氏名，所属，住所，電

話番号， Eメールアドレスおよび指導教員がいる場合は指導教員名を記入した表紙を

付けること。

8.原稿の字数制限は下記のようにする。

「経済論叢」 論文・ 24，000字以内。

研究ノート・ 12，000字以内。

書評・ 8，000字以内。

図版および表は 1枚400字に換算する。

「調査と研究」は論文，研究ノート，調査，サーベイ等全てを34，000字以内とする。

図版および表は 1枚400字に換算する。

9.論文の執筆には原則として現代かなづかい，常用漢字を用いること。
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京都大学大学院経済学研究科学生次正田真

京都大学大学院経済学研究科学生洋室リ

会員各位へ..会費は下記あて御納入下さるようお願いいたします。

1.会費納入先京都市左京区吉田本町 京都大学経済学部内

京 都 大 学経済学会

振替口座01090-6-17219番

1.会費年額 10，000円(前納)

1.会員各位の現住所，氏名，卒業年次，就職先を学会まで御通知下さい。

※ 会員外の雑誌購入は有斐閣へお申込み下さい。

京都大学経済学会

(槻富山房インターナショナル
東京都文京区千石2-25-11
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